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1.  なぜ戦前の労働組合をみるか ― 問題と方法 
1.1.  戦後方式の起源 
きびしいときこそ真価がわかる 



















































たとき, 日本経済が輝いた, とみられてきた｡ そ
れが他国からの評価でもあった｡ そしてその後は
日本の ｢失われた10年｣ などといわれる｡ 
























ぎの 3 つのグループを典型とする｡ すなわち生産
ラインの設計者である生産技術者, またその生産
ラインの問題を処理する製造技術者, さらに生産














































っても 1851 年以降の合同機械工組合 ASE 














のであった (とくに山中 [1929] pp.179-181｡ ま










































技術 IT で有用な情報はすぐにだれにでも広がる, 
とあさはかにも誤解されている｡ それではたんに
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猪木氏はすぐれた研究グループを組織し, さま





組織率 8 ％の意味 
あるいは疑問がだされるかもしれない｡ 戦前の
労働組合といっても, 戦前最高の組織率はたかだ
か 8 ％という低率にすぎない, それをそれほど重
視できるのか, という疑問である｡ これにたいし
ても大いに反論せざるをえない｡ 自主独立の労働
組合の組織率はほぼ 3 分の 1 が限度, そうであれ

















組合員が必要となる｡ 組合員の賃金のかりに 1 ％
の組合費をあつめるとして, そして専従者のサラ
リーを組合員とおなじレベルにするとして, 500


























その目で 8 ％という組織率を見直すと, 戦前日
本の組織率 8 ％とは実際の限度の 4 分の 1 を意味
する｡ つまり, あるていど大きな企業では労働組
合がかなりある, という組織率なのだ｡ 事実, 戦
前日本の代表的な工業地帯, 京浜工業地帯をとれ
ば, そこのおもな大企業には多く労働組合があっ
た｡ 日本鋼管, 東芝など, 戦前かなりの企業に労
働組合があったのだ｡ 

































こで日常の活動とは, おもにつぎの 4 つである｡ 













































































の社史, そして当時の担当官庁, 内務省資料, ま
た総同盟の機関誌その他の記事にこの事例への言
及が多く残されている｡ 
































政府主導でつくる｡  ドイツの  ｢労働戦線




















ころ ｢識者｣ の文章の分析が多い, ということで
ある｡ 識者は文章を書き残す｡ その分析が圧倒的












































































































88  厚い中堅層の形成 － 戦前昭和期の労働組合 (1) 
する資料は, 内務省社会局 ｢労働運動年報 (1919
年まではタイトルは ｢労働運動概況｣), ついで各
年の内務省警保局 ｢社会運動の状況｣ である｡ い
ずれもいわゆる ｢官側｣ の資料, 600-700ページ
におよぶ大部なものである｡ あと総同盟の資料で
あり, なかんずくその機関誌 ｢労働｣, また ｢総
同盟50年史｣ である｡ そして労働運動史料委員会 
｢日本労働運動史料｣ がある｡ やや落ちて大原社











































































働運動史｣ という,  2 段組1000ページをこえる大
きな本として, 年々公刊されている｡ そして, そ
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れにたいし官側の資料は , やや冷静に  ｢貫徹｣ 
｢妥協｣ ｢不貫徹｣ などとまとめる｡ そうまとめる








る｡ 具体的には, 共産主義者の活動, プロレタリ
ア文化運動, 学生運動, 宗教運動, 国家主義運動, 
無産政党運動, 労働運動, 農民運動, 借家人運動, 















し本来全10巻のはずが, 大判 2 段組各千ページ近
い大冊のゆえか,  7 巻を公刊して挫折したようだ｡ 
公刊された時期も収集資料の一部しか印刷されな
かったとおもわれる｡ 







をもれなく, その大会議案書, 発行する新聞, 雑









の ｢社会運動の状況｣ のみならず, ｢労働運動年

















製綱労働組合の組合史は 2 冊ある｡ ｢団体協約10
年｣ と, やや手薄な ｢ 5 周年史｣ である｡ また社













わけではない｡  とりわけ小松  ［1971］, 西成田 

























いないからであろう｡ この点は, つぎにみる佐口 
［1991］ とかわらない｡ 
非現実的な分析基準 
佐口 ［1991］ は, タイトルがしめすように戦前
の労働組合を日本の産業民主主義の ｢前提｣ とみ
る視角をとっている｡ けっして全面否定ではない｡ 
また, 西成田 ｢1988｣ も同時期の米のニューデー
ル期との共通性もそれなりの認識し, 労資の同権








その理由は, わたくしのみるところ,  2 点にし
ぼられよう｡ ひとつは, 一般に労働組合をみる 





える｡ 以下, その点を説明しよう｡ 
佐口 ｢1991｣ は1930年代前半, 総同盟の製綱労
働組合に短いながら言及している｡ いわゆる現実
主義の労働組合運動が ｢具体的な実績を伴ってい





批判されていたのである｣ と記す (p.143)｡ 
この文言のなかに, 労働組合の活動を分析する 
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ａ. 経営側が承認しない事項は一切提案してい






はない｡ 製綱労働組合は団体交渉を ｢予備交渉｣ 






























































































































































記している｡ (｢道 ― 安井郁 生の軌跡｣ 1983, 法政












ワーク ― デモクラシーと中間団体｣ NTT 出版, 400p. 
小池和男 ［1976］ “労働運動の展開” “三池” “飯田経夫
他 ｢現代日本経済史 ― 戦後30年の歩み 上｣ 筑摩書
房, pp.178-198, 326-368. 
小松隆二 ［1971］ ｢企業別組合の生成｣ 御茶ノ水書房, 
342p. (もとは小松隆二 ［1968］ “製造綱労働組合の組
織と活動 ― 戦前における労働協約締結組合の事例と
して, 上, 下” ｢三田学会雑誌｣ 60-10, pp.1107-1135, 
61-1, pp.58-86.) 




｢道｣ 刊行委員会 ［1983］ ｢道 ― 安井郁 生の軌跡｣ 法
政大学出版会, 367p. 
山中篤太郎 ［1929］ ｢労働組合法の生成と変転｣ 同文館, 
611p. 
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